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第 46 回衆議院議員総選挙 

2012年 11月 14日の党首討論で野田総理が議員定数削減法案への賛同を条件に解散宣言をし

て、11 月 16 日の衆議院解散が決定しました。12 月 4 日公示、12 月 16 日投開票という短期

決戦に突如突入しました。 

突然の解散で十分な体制を整えることが出来ないまま突入した選挙戦でしたが、自民党が

294議席を獲得し、政権奪還を果たすことが出来ました。 

 私の選挙区では投票率が前回選挙に比べて 10%以上低かったにも関わらず、前回以上の得

票(109,762）を頂き、再選を果たす事が出来ました。 

しかし今回の選挙で自民党が大勝出来たのは、民主党への逆風と無党派層の受け皿となる

べき第三局の準備不足が大きな要因です。決して自民党への信頼が戻ったわけではありませ

ん。自民党にとってはこれからの国会運営が本当の正念場になります。経済・外交などの待

ったなしの問題を解決し、国民から本当の意味での信頼を取り戻さなければなりません。 

国会対策委員長代理 留任 

政権奪還を受けて第 2 次安倍内閣が発足しました。私は野党時代から引き続いて『国会対策

委員長代理』に任命されました。衆議院は公明党(31 議席)と連立を組み、3 分の 2 以上の議

席を確保していますが、参議院は野党が過半数を占める『ねじれ状態』が続いています。 

 衆議院で 3 分の 2 以上の賛成多数で法案・予算を可決することが出来ますが、強硬な国会

運営は野党の反発を招き、国民の信頼を失う事にもつながります。 

野党時代の経験・人脈を活かし、現野党の主張にも耳を傾け、丁寧な国会運営に努めてい

く所存です。 

第 183 回通常国会開会 

2013 年 1 月 28 日 第 183 回通常国会が開会しました。6 月 26 日までの 150 日間の会期とな

ります。安倍総理は所信表明演説で『経済再生・震災復興・外交、安全保障の立て直し』を

最重要課題として取り組む決意を述べました。 

【経済再生】 

『大胆な金融政策』・『機動的な財政政策』・『民間投資を喚起する成長戦略』を柱とする三本

の矢で経済再生を推し進め、『頑張る人が報われる社会』を取り戻す。 

【震災復興】 

行政の縦割りを排除し、復興庁がワントップで要望を吸い上げ、現場主義を貫く。思い切っ

た予算措置を講じ、被災地の復興と福島の再生を加速させる。 

【外交・安全保障】 

日米同盟を一層強化し、日米の絆を取り戻す。普天間飛行場移設をはじめとする沖縄の負担

軽減に全力を尽くす。戦略的な外交を展開し、国民の生命・財産と領土・領海・領空を断固

として守り抜く。                        

自由民主党国会対策委員長代理 衆議院議員 佐藤 勉 
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2013 年さとう勉君を励ます会 

 
 

2013年 1月 21日(月)に昨年 12 月の衆議院総選挙の影響で延期になっていた「さとう勉君を

励ます会」を開催させて頂きました。ご多忙の中ご臨席頂いた皆様はもとより、ご協力頂い

た皆様に厚く御礼申し上げます。 

国会開会前の忙しい時期にも関わらず、現職閣僚から麻生副総理・財務・金融大臣、谷垣

法務大臣、甘利経済再生・経済財政大臣、石原環境・原発担当大臣、茂木経済産業大臣、田

村厚生労働大臣、新藤総務大臣、党からも石破幹事長、野田総務会長、高市政務調査会長、

浜田幹事長代理含めたくさんの先生方にご臨席頂きました。地元の後援会や各省庁の役人の

皆様にもたくさん来て頂きました。 

昨年の衆議院選挙で与党に返り咲き、活気を取り戻しつつあることを実感することが出来

ました。 

ホームページ(http://www.satoben.jp/) 

 
 

『衆議院議員 さとう勉』オフィシャルホームページです。過去のつとむ通信を掲載したり、

ブログの公開などをしています。是非一度拝見頂ければと思います。 

       

さとう事務所からのご案内 
 
国政報告会（随時） 

「さとう勉」が皆様のもとへ出向き、皆様の声を直接伺わせて頂きます。地域単位でも、団

体の支部単位でも、趣味の集まりでも結構です。皆様のお声をお聞かせ下さい。 

事務所秘書がご相談をさせて頂きますが、皆様からもお気軽にお声を掛けて頂ければ幸いで

す。 

 

国会見学及び東京見学（随時） 

歌謡ショーや東京見学と併せて、国会を見学し、佐藤勉と語らいませんか？少人数でも、大

人数でも構いませんので、ご興味がございましたらお気軽にお声をお掛け下さい。 


